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 Grade Boundary: Low Excellence 

1. For Excellence, the student needs to write a variety of text types in effective 
Japanese that communicate information and express and justify ideas and opinions. 
 
Effective Japanese will be shown by development of the information, ideas and 
opinions which is controlled and integrated and capable selection and successful 
use of a range of language and language features that are fit for purpose and 
audience. 
 
Communication will not be hindered by inconsistencies. 
 
This involves the student expressing and justifying information/ ideas and opinions, 
e.g.  ポニヨは男の子とさんきんぎょについて子どものえいがです。(1) 
 私のせがちょっとひくいのでたかい本のとだにに本をいれるためにほしごをつかわ
なければなりませんでした。(5) 
 フィンランドは北はんきゅうでスェーデンの近くある国です。たいていとてもさむ
くなるのでゆきがたくさんふります。(9) 
 
This student has  development of the information, ideas and opinions, e.g. 
ポニヨはとてもおもしろくてたのしいえいがだと 
思いました。(2) 
せいふくはかんたんなくろいティシャツとジィンズでした。(6) 
よるになる時に大きくてすきなほっこうがみえるのでうれしかったです。(10)  
which are controlled and integrated, e.g. 
ポニヨとそすけくんは面白くがいてびじゅつもきれいでした。子どもとおとなもみ

んなたのしくみることができます。(3) 
 毎日午前八時から午後六時まではたらいてじきゅうはふつう十ドルですが土よう日
は十二ドルです。(7) 
 フィンランドで、サンタのうちにあそびにきたり、スキーをしたり、コンサータを
みたり、でんとてきなたべものをたべたりできます。(1) 
 
There is capable selection and successful use of a range of language and language 
features that are fit for purpose and audience.  
  
Inconsistencies, e.g. えいがのはじめにあかいきんぎょがさびしいお父さんからみけ
てうみにおいてそすけくんにあいます。(4) ボダースといっていろいろな本をうり
ます。(8) 大きいデパートもありますからかいものをしてみました。(12) overall do 
not hinder communication. 
 
For a more secure Excellence, the student could show additional evidence of more 
integrated development through greater attention to detail.  

 

 



 

 

 

Student 1 : Low Excellence 

A 

きのうポニョと言うえいがをみました。ポニョは男の子とさんぎょについて子どものえいが

です(1)。でも、大人たちもたのしくてみることができるえいがです。えいがのはじめにあ

かいきんぎょがさびしいお父さんからみけてうみにおよいてそすけくんにあいます(4)。そ

すけくんはこのきんぎょは“ポニョ”と言う名前をあげてはやく友だちになります。でもポ

ニョのお父さんはおこってポニョとうみにかえったほうがいいと思いましたからポニョをつ

れてうみにかえりましたからポニョとそすけくんはかなしかったです。ポニョはそすけくん

が大好きでしたからにんげんになってそすけくんとすみたかったです。このはなしは人魚ひ

めというゆうめいおはなしと同じょうです。 

ポニョはとてもおもしろくてたのしいえいがだと思いました(2)。ポニョとそすけくんはお

もしろくがいてびじゅつもきれいでした。子どもとおたなもみんなたのしくみることができ

ます。(3) 

 

B. 

なつやすみにアルバイトをしてみました。地くある本やにはたらきました。“ボダース”と

いっていろいろ々な本をうります(8)。毎日午前八時から午後六時まではたりいてじきゅう

はふつう十ドルですが土よう日は十二ドルです。(7) 

せいふくはかんたんなくろいティシャツとジンズでした(6)。朝にしごとについてからせい

ふくにきがえておきゃくさんをてつだったり、本を本だなにいれてたり、かたづけたりしま

した。私のせがちょっとひくいのでたかい本だなに本をいれるためにはしごをつかわなけれ

ばなりませんでした。(5)本やのコンピュータをつかいにくかったのでいっしょにはたらく

ともだちは本やのコンピェータのつかいかったをおしえてくれました。ちょっと毎日つかれ

ましたがとてもたのしかったです。 

 

C. 

私の一番好きなやすみに行くくにはフィンランドです。きょ年私と家族とフィンランドに行

きました。フィンランドはきたはんきゅうでスェーデンの近くある国です。たいていとても

さむくなるのでゆきがたくさんふります。(9) 

フィンランドはとてもきれいな国です。私はざしできれいそうなしゃしんをみてフィンラン

ドに行くことにしました。きたに行ったらほっこうがみえます。私はほっこうをみるために

“イブマロ”というまちに行きました。よるになる時大きくてすてきなほっこうがみえるの

でうれしかったです(10)。フィンランドで色々なものをすることができます。フィンランド

で、サンタのうちにあそびにきたり、スキーをしたり、コサートをみたり、でんとてきなた

べものをたべたりできます。(11) 

ヘルシンキについてかきたいです。ヘルシンキはフインランドのしゅとです。たくさん人た

ちはヘルシンキにすんでいますから色々なふんかもあります。大きいデパートもありますか

らかいものをしてみました(12)。でんとてきなものやふくやシーディなどをかうことができ

ます。 
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 Grade Boundary: High Merit 

2. For Merit, the student needs to write a variety of text types in effective Japanese that 
communicate information and express and justify ideas and opinions. 
 
Convincing Japanese will be shown by development of the information, ideas and 
opinions which is generally credible and connected and selection and use of a range 
of language and language features that are fit for purpose and audience 
 
Communication will not be significantly hindered by inconsistencies. 
 
This student has attempted some creative writing pieces and at the same time has 
tried to use Japanese in an interesting way.  
 
There is development of the information, ideas and opinions, e.g. けど、その女の人
はほかの人とけっこんしておきましたからパリスさんはローマにかえった時 1ヘレ
ンさんをつれて行くことにします。(2) .うんてんしている間にみちで一番大きい家
がみえることができました。(3) 私はあさごはんを食べおわった後で、ゲッスと言
うくろくてかわいいいぬとさんぽをしました。時々あるきにくいでおちるかもしれ

ませんね。(5) which are generally credible and connected and uses  a range of 
language and language features fit for purpose and audience.  
 
Communication is not significantly hindered by inconsistencies. 
 
To reach Excellence, the student’s inconsistencies will not impact on 
communication, e.g. あのいっこだての家のへやはとてもひろいですからあねとテレ
ビをみないへやであそぶのがすみでした(6) and mother tongue interference will not 
affect the credible quality of the language. 

 



 

 

Student 2 High Merit 

A 

むかしむかし、パリスと言うローマ人はヘレサンさんと言うとてもうつくしかったギリシャ

人が大好きでしたからかのじょをけっこんしたかったです。けど、その女の人はほかの人と

けっこんしておきましたからパリスさんはローマにかえった時(1)ヘレンさんをつれて行く

ことにしました(2)。だから、ヘレンさんのごしゅじんはとてもさびしくてかなしかったで

すから一千のふねをパリスさんの国でヘレンさんをむかえに行きました。パリスさんやその

おうといっしょにたたかいはじめました。十年間の後でゆうめいなぐんじんはたくさんのギ

リシャ人がなくなったらたたかうのをやめたほうがよかったと思いました。だから、ローマ

人をまかすためにとても大きくてきでできたおまをつくってうまの中にかくしてしずかにロ

ーマの町にはいりました。ぐんじんはうまから町に行っている間にローマ人はねていまし

た。はやくギリシャ人は人々をころしましたからヘレンさんをつれていくことができまし

た。 

 

B. 

七年前にカナダをでかけた時アメリカで家をさがさなければなりませんでした。うんてんし

ている間にみちで一番大きい家がみえることができました(3)。あのいっこだての家のへや

はとてもひろいですからあねとテレビをみないでへやであそぶのが好きでした(6)。外にあ

そぶとき多いきは家のまわりにさきましたからにわでふたりではしることができました。 

そしてふゆにゆきがつよくふりましたからゆきの男の人をつくりながらホットチョコレット

をのみました。ざんねんでしたが二年間の後で父に新しいしごとをもらいましたから家族と

アメリカからニュージーランドにきました。 

さいしょ、ニュージーランドでとてもさびしかったですね。ほかのせいととはなしやすかっ

たと思いましたがしんゆうはアメリカにとまっていましたからかなしくなりました。でも、

学校でたくさんの人とはなしてみましたからすぐその人々のうちにいって、よかったです。

そして、ニュージーランドのうみのほうがきれいで、かぜがたくさんありますからなつやす

みにサーフィンのしかたをならうつもりです。いつか、アメリカのしんゆうをむかえに行く

ために、大学のともだちといっしょにニューヨイクをりょ行したいです。でも、出る前に大

学でえい語やれきしなどをべんきょうしたいです。 

 

C. 

私は朝ごはんを食べおわった後で、ゲッスと言う黒くてかわいいいぬとさんぽをします

(4)。ある日、やせるために、家から川に行きました。二十五分ぐらいかかりました。はじ

めてきた時に、きれいそうでした。あきでしたから、木が赤かったすてきでした。でも、今

ふゆで、さむすぎますから、あまり行きません。 

きれいけし色がみえるからほどうにあるきます。ビーチでもあるくことができます。でもか

ぜがふく日にあぶないですから、きをつけなければなりません。時々あるきにくいでおちる

かもしれませんね。あしがいたくなるとき、ベンチイですわることができます(5)。休んで

いる間にゲッスちゃんはあそびのがすきです。その所はうつくしいです。みつけてよかった

です。友だちに所のみつけたをおしえるつもりです。あなたはさびしいですかあの所に行っ

てください。 
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 Grade Boundary: Low Merit 

3. For Merit, the student needs to write a variety of text types in effective Japanese that 
communicate information and express and justify ideas and opinions. 
 
Convincing Japanese will be shown by development of the information, ideas and 
opinions which is generally credible and connected and selection and use of a range 
of language and language features that are fit for purpose and audience 
 
Communication will not be significantly hindered by inconsistencies. 
 
This involves evidence of credible, connected development of ideas and information 
by providing opinions with reasons, e.g. .オジさんはわかい時にクレジーチレインを
かきました。それからクレジーチレインはゆうめいはやくなりました。(1) 
. 土曜日に学校のあとで学生はいつもレストランにいきます。レストランはとても
やすいから学生はいつもレストランにいきます。。。ニユーじランドんは日本にい

くときてレストランにいってみてください。(3) .毎日学生は六時半に学校にいかな
ければなりませんから学生はいつもねむいです。それからしゆくだいをするために

時間がありあません。(5) 
 

The student has Language features which are sometimes selected and used 
appropriately, e.g. 先生はしゆくだいをしない学生にいのこりをあげます。学生はき
ぶんがわるかたらクラスに行かなくてもいいですがしゆくだいをしなければなりま

せん。(6) 
 
For a more secure Merit, the student’s inconsistencies will have less impact on 
communication, e.g.  オジオズボンはロックスターです。このひとは六十九さいで
す。そしてオジさんは七さいときにギータをひくはじめました。(2) しレストラン
はこむときにおきゃくさんはよきさしレストランにいかないほうがいいとおもいま

す。(4) 
 
Where students have time to revisit their work, frequency of inconsistencies, i.e. use 
of verb stems ひくはじめましたwill be minimised.  

 



 

 

Student 3. Low Merit 

A. 

こんにちはみなさん。これはオジオズボンのインタビューです。オジオズボンはロックスタ

ーです。このひとは六十九さいです。そして、オジは七さい時にギータをひくはじめました

(2)。オジさんの一番ゆうめいうたのなまえはクレジーチレインです。オジさんはわかい時

にクレジーチレインをかきました。それからクレイジーチレンはゆめいはやくなりました

(1)。オジさんのかぞくは四人です。オジさんのかぞくはお父さんとお母さんといもうとと

オジさんです。オジさんはかぞくが大好きですから毎日かぞくにプレゼントをあげました。

オジさんはギータをひくがじょうずですからえんそうかがはじめました。でもオジさんはピ

アノをひくがあまり好きじゃないです。 

来月、オジさんはコンサートをします。七千五百人はコンサートにいきます。すごいです

ね。オジさんはうたうがじょうずですよ。 

 

B. 

よきさしレストランは日本の一番にんきがあるレストランです。よきさしレストランのたべ

物はおいしそうですよ。あきはばらでよきさしレストランがあります。ここですしをたべた

り、みそしろをのんだり、チキンとぶた肉をちゅうもんしたり、さしみをたべたりします。

飲み物はコーラとジュースとビールとワインをちゅうもんすることができます。駅から右に

まがってよきさしレストランを見ることができます。みなさんはよくよやくします。レスト

ランにいったらさしみをたべてみなければなりません。レストランでけいたいでんわをつか

ってはいけません。 

私はレストランにいくときにさしみをたべます。レストランはこむときにおきゃくさんはレ

ストランにいかないほうがいいとおもいます(4)。土曜日に学校のあとで学生はいつもレス

トランにいきます。レストランはとてもやすいですから学生はいつもいきます。ニュージー

ランドのレストランよりよきさしレストランのほうがにんきがありますからニュージーラン

ド人は日本に行く時によきさしレストランにいってみてください。(3) 

 

C. 

ニュージーランドの学校のきそくはきびしいですからニュージーランドの学校はあまりよく

ないと思います。毎日学生は六時半に学校にいかなければなりませんから学生はいつもねむ

いです。それから、しゆくだいをするために時間がありません(5)。でも、私の日本語の先

生は日本語をゆっくりはなしますからわかりやすいです。 

学校はせいふくがありませんからしふくをきてもいいです。でも毎週間水曜日にズーツをき

なければなりません。 

りようのへやはちさいですがりようはテレビやだいどころやベッドがあります。休みにだい

どころでりようりをつくったり、コーヒーをのんだりします。 

きそくきょうしつでけいたいでんわをつかってはいけません。毎日しゅくだいをしなければ

なりません。先生はしゅくだいをしない学生にいのこりをあげます。学生はきぶんがわるか

ったらクラスに行かなくてもいいですがしゅくだいをしなければなりません。(6) 
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 Grade Boundary: High Achieved 

4. For Achieved, the student needs to write a variety of text types in Japanese that 
communicate information and express and justify ideas and opinions. 
 
Communication will be achieved overall despite inconsistencies. 
 
This involves the portfolio communicating opinion(s) and/or information and/ideas: む
かしむかし、ローナさんはかぞくとちいさいむらにすんでいました。あるよる、ご

しゅじんは”水“とききました。(1) ローナさんはごしゅうじんの水をとるために
行きました。(2) 
 
This student’s texts overall fulfil the communicative intents of the tasks, e.g. クリス
マスの前みせがいそがしいです。クリスマスはニュージーランドにパブロバ、フィ

シュアンドチップス、ぎゅうにく、チョーコーレト、クムラなど食べます。フシュ

アンドチップスはさかなとフレンチフライです。(3) 
 
Overall the writing is understandable despite inconsistencies, e.g. ローナさんはひょ
うたんをもていくあいだにドアに行きました。(5)  ローナはいわプールに行きまし
た。(4) 
 
To reach Merit, the student’s inconsistencies will not significantly hinder 
communication, e.g. ローナさんはひょうたんをもていくあいだにドアに行きまし
た。(5) 

 



 

 

Student 4 : High Achieved 

A 

私はトームです。イヤカレッジという高校に行きます。チョコレート、スポーツ、かいも

の、などがすきです。おいしいからチョコレートがすきです。こどもの時たいぞうに行きま

した。いちばんすきなえいがはパールハーバです。大きいくも、からいたべもの、あめなど

がきらいです。私のかぞくは四人です。母は。。。。で、四十六才です。父は。。。。で、

五十二才です。あねは。。。。で二十さいです。母とおねさんはネットーボールがすきで

す。私と父はたのしいからハイキングに行きます。父はパイロットです。おねさんはパイロ

ットになります。へんじをくださいじゃ、また。 

 

B. 

はなこさんへ、 

はじめまして。私は。。。。。です。ニュージーランンドじんで、。。。にすんでいます。

私は大がいなかにあります。家のれんがははいろです。家のやねはみどりです。父はいつも

じむしょをします。おねえさんとうちをかたづきたりします。かじをする人は母です。りょ

うりをする人が母です。 

クリスマスはニュージーランドにでんとうてきです。クリシマスにみなさんはかぞくからプ

レセントをもらいます。ニュージーランドにクリスマスはむしあついです。クリスマスの前

みせがいそがしいです。クリスマスはニュージーランドにパブロバ、フィッシュアンドチッ

プス、ぎゅうにく、チョーコーレト、クムラなど食べます。フィッシュアンドチップスはさ

かなとフレンチフライです。(3) 

クリスマスはニュージーランドにビール、ワイン、さけ、ミルクなど飲みます。クリスマス

は楽しいと思います。 

こどもの時、チョーコーレトをたくさん食べます。ふっかつさいにみなさんはかぞくからチ

ョーコーレトたまごをもらいます。たまごかくして、みなさんがさがすことがあります。 

 

C. 

むかしむかし、ローナさんはかぞくとちいさいむらにすんでいました。あるよる、ごしゅじ

んは“水”とききました(1)。ローナさんはごしゅうじんの水をとるために行きました。(2)
ひょうたんはからぽでした。ごしゅじんはのどがかわきました。ローナさんはひょうたんを

もていくあいだに、ドアに行きました。(5)ローナはいわプールに行きました(4)。ひょうた

んに水をいてたあとで、いえに行きました。月はきえたとき、ローナさんはおちました。ひ

ざがいたいんです。ローナさんさけんだとき、月がおこりました。月は“ぼくのせきにんじ

ゃない”といいました。月はローナをつれていきました。いまでも、月のなかでみえます。 
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 Grade Boundary: Low Achieved 

5. For Achieved, the student needs to write a variety of text types in Japanese that 
communicate information and express and justify ideas and opinions. 
 
Communication will be achieved overall despite inconsistencies.  
 
This involves communicating opinion(s) and/or information and/ideas: 私はパスタよ
りピザが好きですが私のピザはりようすけのピザほどおいしくないです。(1) 
まい日母からせいふくをせんたくしています。母はとてもしんせつです。母も私の

しゆくだいをしにくいとおもいます。 (2) 
 
This student has inconsistencies in language use, but overall the message is 
comprehensible: ははとちちはふたつたかいワインをちゆぅもんします。(3) 
うちにはあいときにくつをぬがなければなりません。(5) 
 
For a more secure Achieved, the student could have evidence showing a more 
thorough command of some of the language expected at this level.  
 

 



 

 

 

 

Student 5: Low Achieved. 

A 

八月九日に私はりようすけとおとうととははとちちと GBS と言うレストランに行きまし

た。メニューはとてもおもしろいです。そのにはピザとパスタとステーキがあります。私は

パスタよりピザが好きですが私のピザはりようすけのピザほどおいしくないです(1)。けれ

どもどちらもおきかったですからぜんぶピザを食べにくいです。ははとちちはふたつたかい

ワインをちゆぅもんします(3)。私たちはおなかがいっぱいだったからデサートをたべませ

んでした。ばんごはんをたべたあとで私はたくさんはなしました。私はりようすけさんと日

本のせいかつについてはなしました。GBS と言うレストランでたべものかとてもおいしかっ

たですからまった行くつもりです。 

 

B. 

私はいちばんすきなかぞくの人は母です。母のかみのけがくろくてながいです。四十六才ぐ

らいです。母はかいけいしです。しごとをしすぎます。あしたがっこうに行くでしょうから

母はひろごはんをつくておくつもりですが金よぅ日がっこうにはやく行きますから母はひろ

ごはんをつかいません。まい日母からせいふくをせんたくしています。母とてもしんせつと

おもいます(2)。母は私にうんてんをするのをおしえました。しゆくだいはむずかしいとお

もうときに母はてつだいます。母も私のしゆくだいをしにくいとおもいます。(4) 

C. 

私は日本に行くのはじめてです。たのしみにしています。八しゆうかんぐらい日本のりよう

こうです。ニュージーランドより日本は大きいです。十の人は三月二日にくうこうで日本に

行きます。私のホストバラザは日本のくうこうにあいました。にもつをもらったあとででん

しゃでホストファミリーのいえにかえりました。うちにはあいときにくつをぬがなければな

りません。(5) 
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6. For Achieved, the student needs to write a variety of text types in Japanese that 
communicate information and express and justify ideas and opinions.  
 
Communication will be achieved overall despite inconsistencies. 
 
This involves communicating opinion(s) and/or information and/ideas: つさととバタ
をまぜてうださい。二つさととバタをまぜたなたでたまごをつようくまぜてくださ

い。三つまぜたあとで(4)、せいふはすべてをミルクとませでください(1). 
 
This student has language features which are sometimes selected appropriately, 
e.g. できたので；(3)。。。とおもいます(5)。べんきょうしてみます(6). 
 
To reach Achieved, the student’s inconsistencies will not hinder communication, e.g. 
せいふはすべて (2) バタをまぜてうださい(7). 
 

 
 



 

 

Student 6 : High Not Achieved 

A 

今日私たちはマフィンをつくたいるでしょう。マフィンは日のどんな時にたべてもいいで

す。それでわはしまめましょう。 

一つ さととバタをまぜうください。(1) 

二つ さととバタをまぜたなとでたまごをつようくまぜてください 

三つ まぜたあとで(4)、せいふはすべて(2)をミルクとまぜてください。(1) 

四つ こんごのまなきにホールをつくってください。そしてちゅおでたまごミルクこんごを

そそいでください。あなたはゆうくりとそれをしなくてはなりません。あるひはほかにそれ

はふんわりしないでしょう。 

五つ マフィン トレーにあぶらをぬってあとでこんごでみたしてください。 

六つ マフィンをとりっせて、そして二十五分と二百どでりょうりしてください。 

マフィンはできだのでたべましょう！！！！！(2) 

 

B 

こんにちわ、私のなまえは。。。。とおもいます(5)。十六才で大学にいきます。高校生の

せかつはとてもたいへんで一日四じかんぐらいべんきょうしてみます (6)が家でかえったの

あとで二じかんぐらいしゅうくだいをべんきょうします。べんきょうしてのあとでシャワを

あびたりばんごはんをたべてのあとでときどきもっとしゅくだいをおわりませんせんせいは

こわいになります(3)。高校生のせかつはいそがしいです。あさ六時はんをおきてはをみが

てあさごはんをたべます。ごはんをたべてからたいてバスティにバスでまていますがときど

き車でがっこうにいきます。はいゃくがっこうにいきますからバスケートボルをれんしゅう

しないなければなりません。バスケートボルのれんしゅうはむずかしいですがたのしいで

す。 

八じ五十ぷんたけ大学をはじまります。まい日わたし高校生たちはぜんぶ六しかんがあでち

ょとつかれていますがおもしろいです。私の一じかんめはすがくです。すがくのせんせいは

やさしくてかこいいですがすがくはむずかしですがくをもとしょずをなるためにまいばんす

がくをべんきょうします。 

一じかんめをおわて私ははいゃく二じかんめにいきます。にじかんめはかがく。かがくのせ

んせいはちょうのんですからきょうしつで車についてはなすことにします。かがくですから

きょうしつでねています。三じかんめは英語はかがくほどかんたんしゃないです。 

 

C 

私は好きな物はケーキです。ケーキはおいしくて大きです。私はまちに行くとおきにたくさ

んケーキをかて色々なケーキをかいます。チョコレットやバニラやスポンジなどあてーばん

すきなケーキはスポンジケーキです。家でたいておなかがついて私はソポンジケーキだけを

たべたりジュズを飲んだりしますがズポンジケーキとチョコレトケーキよりおいしでからス

ポンジケーキのかんしょうくはやわらかくてふわふわです。  




